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。
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。
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迎
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迎
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。
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、
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３
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ぶ
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ぶ
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催
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を
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仮
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６
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催
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史
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ぶ
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熱
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追
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す
。
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の
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と
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よ
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よ
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り
を
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た
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と
思
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よ
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な
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よ
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た
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と
思
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。

　

ど
う
か
、本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
も
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、お
祈
り
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、相
変
わ
ら
ぬ
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に
と
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よ
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ご
支
援
、ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、新
年
の
ご
挨
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と
致
し
ま
す
。
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　秋の叙勲伝達式が行われ、廣瀬一義さん（上田

子島）が瑞宝双光章を受章し、前哲雄町長に受章

の喜びを報告しました。

　廣瀬さんは、昭和 53 年６月より川北町消防団

に入団し、平成 20 年から 10 年にわたり団長を

務められ、多年にわたり地域の防火活動に献身的

に尽力されました。

　受章おめでとうございます。

　町内の３保育所で表現会が行われ、各クラスご

とに歌や劇などを披露しました。

　いつもとは違う緊張した様子や、自信に満ち溢

れた表情で、表現に一生懸命取り組む子ども達を、

お父さん・お母さんが温かく見守り、最後には大

きな拍手が送られました。

葊瀬一義氏　瑞宝双光章受章

保育所表現会

　小松市役所において住家被害認定調査の実施体制

の強化を図るため、石川県内で初めて南加賀 3 市 1

町 ( 小松市・加賀市・能美市・川北町 ) と一般社団

法人石川県建築士会小松能美支部および加賀支部が

標記協定を締結しました。

　自然災害発生時、被災者から「罹災証明」の交付

申請があったとき、遅滞なく証明書を交付するため

に早急な住家被害認定調査の実施が必要であり、自

治体職員や他市町からの応援職員に加え、建築士を

調査員として迎え入れることでスムーズな認定調査

の実施体制の構築と速やかな罹災証明の交付には被

災者の早期生活再建の後押しにつながる

ことが大いに期待されています。

　中島保育所に三反田地区にお住いの北田彰さんか

ら、手作りした木製の玩具やオブジェが寄附されま

した。

　元気に仲良く楽しんでもらうため、北田さん自ら

が作製した動物や恐竜など、約 100 種類の生き物を

模った木製の釣り遊び玩具を、趣味の木工作品とと

もにさくら組の子ども達に手渡されました。

　子ども達は、手に取って「これなに―？　ネコつ

れたー！」と夢中で釣り上げていました。

手作り木製玩具寄附

災害時における住家被害認定調査に
関する協定締結

11月下旬
〜

12月中旬

11
14

11
30

11
30
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　幼児を対象とした交通安全教室が橘保育所で行

われ、石川県警察の方から横断歩道の正しい渡り

方やシートベルト着用の大切さを教わりました。

　また、同日に高齢者を対象とした交通安全教室

も百寿会館で開催され、女性協議会や老人クラブ

連合会などからの参加者約 20 名が、安全な道路

の横断方法や、反射材の着用推進について学びま

した。

交通安全教室開催

　東部地区工業団地の２社目として、株式会社フェ

ローテックマテリアルテクノロジーズとの土地売買

契約調印式が、川北町役場で行われました。

　契約締結にあたり前哲雄町長が、「今回の契約は

大変喜ばしく、今後のお互いの発展にも大いに期待

できる契約となりました。ありがとうございます。」

と挨拶しました。

　契約面積は、約 30,000㎡で、今年の６月ごろに

新工場の建設に着手する予定です。 　人権週間の取り組みとして、町人権擁護委員が

各小学校を訪問し、啓発活動を実施しました。

　町内３小学校では、人権擁護委員から様々な絵

本の読み聞かせをしていただき、子ども達は真剣

な眼差しで話に聞き入っていました。絵本では、

相手の立場に立って物事を考え、行動することの

大切さや優しさを知ることができました。

　また、日々の生活の中でも、『言葉の使い方』

や『態度』で相手を傷つけてしまうこと、周りへ

配慮をすることの大切さなど、「人権」について

わかりやすくお話をしていただきました。

人権についてみんなで考えよう

㈱フェローテックマテリアル
テクノロジーズと契約締結

　通学路３箇所における交通安全対策工事が完了

しました。国道 8 号のアンダーには、ガードレー

ルを設置しました。橘小学校前の水路には蓋掛け

をし、子ども達の安全を守ります。

　近年、通学途中の児童が事故に巻き込まれるケー

スが後を絶ちません。

　ドライバーの皆さんもモラルある運転にご協力

ください。

児童の安全を確保

12
19

12
中

12
13

12
1
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■ 

加
賀
地
区
卓
球
新
人
大
会

　

（
10
／
15　

小
松
市
）

☆
男
子
団
体

　

第
３
位　

川
北
中

☆
男
子
個
人

　

第
３
位　

舘　
　

恭
佑
（
中
島
）

☆
女
子
団
体

　

第
１
位　

川
北
中

☆
女
子
個
人

　

第
１
位　

板
倉　

奈
央
（
な
で
し
こ
タ
ウ
ン
）

　

第
２
位　

東　

愛
夕
里
（
下
田
子
島
）

　

ベ
ス
ト
16　

池
田　

真
菜
（
橘
）

　
　

〃　
　

谷
佐　

碧
渚
（
三
反
田
）

■ 

米
泉
小
学
生
卓
球
大
会

　

（
10
／
16　

金
沢
市
）

☆
女
子
団
体

　

第
２
位　

川
北
町
ジ
ュ
ニ
ア
卓
球
ク
ラ
ブ

☆
女
子
個
人

２
年
生
以
下
の
部

　

第
１
位　

佐
野
り
お
な
（
草
深
）

　

第
２
位　

吉
川　

真
永
（
中
島
）

　

第
３
位　

目
久
田
怜
奈
（
サ
ン
ハ
イ
ム
橘
）

　
　

〃　
　

宮
西　
　

希
（
草
深
）

■ 

後
藤
杯
・
大
阪
国
際
招
待
全
国

卓
球
大
会
石
川
県
予
選
会

　

（
10
／
23　

金
沢
市
）

☆
男
子
カ
デ
ッ
ト
（
中
学
2
年
生
以
下
）

　

第
５
位　

舘　
　

恭
佑
（
中
島
）

☆
女
子
カ
デ
ッ
ト
（
中
学
2
年
生
以
下
）

　

第
５
位　

板
倉　

奈
央
（
な
で
し
こ
タ
ウ
ン
）

　

第
６
位　

東　

愛
夕
里
（
下
田
子
島
）

　

３
名
全
国
大
会
出
場

■ 

か
が
＆
の
と
小
学
生
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
交
歓
会
6
年
生
の
部

　

（
11
／
19　

町
総
合
体
育
館
）

☆
予
選　

川
北
２
ー
０
小
松
南

　
　
　
　

 

〃 

２
ー
０
石
川
ジ
ュ
ニ
ア

☆
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　
　
　
　

川
北
２
ー
０
小
松
南

　
　
　
　

 

〃 

２
ー
０
中
海

　
　
　
　

 
〃 

０
ー
２
菊
川

　
　
　
　
　
　

（
第
２
位
）

■ 

石
川
県
選
手
権
卓
球
大
会
カ
デ
ッ
ト
の
部

　

（
11
／
19　

か
ほ
く
市
）

☆
中
学
２
年
生
以
下
男
子
の
部

　

ベ
ス
ト
16　

舘　
　

恭
佑(

中
島)

☆
中
学
２
年
生
以
下
女
子
の
部

　

第
２
位　

東　

愛
夕
里(

下
田
子
島)

　
　
　
　
　

全
国
大
会
出
場

　

ベ
ス
ト
８　

板
倉　

奈
央
（
な
で
し
こ
タ
ウ
ン
）

■ 

町
囲
碁
大
会

　

（
11
／
19　

町
ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン
タ
ー
）

　

第
１
位　

小
島　

繁
夫
（
三
反
田
）

　

第
２
位　

北
方　

敏
政
（
壱
ツ
屋
）

■ 

県
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
大
会

　

（
11
／
23　

金
沢
市
）

☆
団
体
戦
決
勝
１
位
グ
ル
ー
プ

　

第
２
位　

　

 

原
田　

光
夫
（
草
深
）・
喜
多　

政
尚
（
上

先
出
）・
中
田　
　

渉
（
上
田
子
島
）・
中

島　

一
子
（
橘
）・
中
田
香
菜
子
（
上
田

子
島
）・
白
浜
美
由
紀
（
橘
）

■
議
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

（
11
／
25　

サ
ン
ア
リ
ー
ナ
川
北
）

　

第
１
位　

立
山
チ
ー
ム

　

  （
山
代　

守
、
三
島
三
郎
、
新
田　

弘
、

　

  

中
田　

宏
、
竹
田
昭
枝
）

　

第
２
位　

手
取
川
チ
ー
ム

　

  （
作
田
梅
子
、
亀
田
勇
夫
、
中
田
紀
美
、

　

  

村
田
信
次
）

　

第
３
位　

浅
野
川
チ
ー
ム

 　

 （
吉
野
健
一
、
宮
田
宰
司
、、
畑
屋
一
雄
、

　

  

南　

武
子
）

■ 

川
北
・
能
美
・
小
松
小
学
生

　

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室
交
歓
大
会

　

（
11
／
27　

町
総
合
体
育
館
）

☆
６
年
男
子

　

第
２
位　

山
本　

真
澄
（
橘
）

　

第
３
位　

笠
間　

瞬
哉
（
朝
日
）

☆
６
年
女
子
Ａ

　

第
３
位　

西
田　

優
唯
（
橘
新
）

☆
６
年
女
子
Ｂ

　

第
３
位　

西
田　

笑
里
（
上
先
出
）

☆
５
年
男
子

　

第
３
位　

東
海
林
紘
伊
（
サ
ン
ハ
イ
ム
中
島
）

　
　

〃　
　

葛
城　
　

翔
（
木
呂
場
）

☆
５
年
女
子
Ａ

　

第
２
位　

西
田　
　

葵
（
三
反
田
）

☆
４
年
男
子

　

第
２
位　

北
口　

義
起
（
橘
新
）　

☆
４
年
女
子
Ａ

　

第
３
位　

谷
本　

芽
唯
（
橘
）

☆
４
年
女
子
Ｂ

　

第
３
位　

金
子　

優
歩
（
与
九
郎
島
）

☆
３
年
男
子
Ａ

　

第
３
位　

田
中　

悠
翔
（
朝
日
）

☆
３
年
男
子
Ｂ

　

第
２
位　

北
次　

真
聖
（
朝
日
）

☆
３
年
女
子
Ａ

　

第
３
位　

和
多　

柚
咲
（
ひ
ば
り
タ
ウ
ン
）

☆
３
年
女
子
Ｂ

　

第
３
位　

笠
間　

凛
香
（
朝
日
）

　
　

〃　
　

森
谷　

咲
月
（
橘
）

☆
３
年
女
子
Ｃ

　

第
１
位　

西
田　

優
月
（
ひ
ば
り
タ
ウ
ン
）

　

第
３
位　

北　
　

歩
美
（
サ
ン
ハ
イ
ム
中
島
）

☆
２
年
男
子

　

第
３
位　

髙
鍬　

航
太
（
中
島
）

☆
２
年
女
子
Ａ

　

第
２
位　

植
田　

紗
奈
（
サ
ン
ハ
イ
ム
中
島
）

　

第
３
位　

谷
本　

希
唯
（
橘
）

☆
２
年
女
子
Ｃ

　

第
２
位　

七
野　

世
莉
（
サ
ン
ハ
イ
ム
中
島
）

☆
２
年
女
子
Ｄ

　

第
３
位　

金
子　

咲
彩
（
与
九
郎
島
）

　
　

〃　
　

中
川　

月
樹
（
ひ
ば
り
タ
ウ
ン
）

● 
競
技 
●
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■ 
白
山
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
交
歓
会
6
年
生
の
部

　

（
12
／
３　

白
山
市
）

☆
予
選　

川
北
２
ー
０
北
鳴
男

　
　
　
　

 

〃 

２
ー
０
金
石

☆
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　
　
　

川
北
２
ー
０
小
松
南

　
　
　

 

〃 

２
ー
０
石
川
ジ
ュ
ニ
ア

　
　
　

 

〃 

２
ー
０
ア
ン
ビ
シ
オ
ン

　
　
　
　
　

（
第
１
位
）

■ 

県
民
書
道
展
覧
会

　

大　

賞　

廣
田　

梨
乃
（
木
呂
場
）

　

準
大
賞　

南　
　

理
子
（
与
九
郎
島
）

　
　

〃　
　

室
谷　

愛
凛
（
与
九
郎
島
）

　
　

〃　
　

窪
田　

凛
生
（
上
田
子
島
）

　

特
別
賞　

吉
村　

煌
成
（
舟
場
島
）

　

特　

選　

松
村　

美
咲
（
与
九
郎
島
）

　
　

〃　
　

窪
田　

実
和
（
橘
）

　

奨
励
賞　

澤
田　

泰
知
（
橘
新
）

　
　

〃　
　

村
田　

結
茜
（
ひ
ば
り
タ
ウ
ン
）

　
　

〃　
　

廣
田　

侍
亮
（
木
呂
場
）

　
　

〃　
　

入
口　

夏
帆
（
橘
新
）

　
　

〃　
　

吉
村　

一
晟
（
舟
場
島
）

　
　

〃　
　

廣
田　

華
帆
（
木
呂
場
）

　
　

〃　
　

銭
丸　
　

泉
（
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
）

　

県
民
賞　

村
田　

琉
莞
（
ひ
ば
り
タ
ウ
ン
）

　
　

〃　
　

村
田　

咲
葵
（
ひ
ば
り
タ
ウ
ン
）

　
　

〃　
　

谷
口
ひ
か
り
（
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
）

■ 

新
潟
縄
文
川
柳
全
国
大
会

　

「〝
秀
吟
〟
パ
ッ
ト
開
く
派
手
な
日
傘
は
過
去
を
抜
け
」

　

広
瀬　

茂
子
（
上
田
子
島
）

● 
文
化 
●

     退任民生児童委員に感謝状     退任民生児童委員に感謝状
　退任される民生委員・児童委員を代表して、森

元佳世さん（中島）に、前哲雄町長より厚生労働

大臣並びに県知事からの感謝状が贈られました。

　退任される民生委員・児童委員の皆様には、行

政と地域とのパイプ役としてご尽力いただきま

した。ありがとうございました。

藤蔵・中島・
サンハイム中島
南　　春美

グリーンタウン
小谷　清恵

三反田
小嶋美保子

壱ツ屋・
サンハイム川北
任田　幸子

けやきタウン・
サンハイム三反田

上原　正豊

与九郎島
作田　紀子

草　深
佐野　栄子

上田子島
中田　清恵

木呂場・木呂場新町・
なでしこタウン
安藤栄美子

主任児童委員
上田智恵美

下土室・
ひばりタウン
大石　厚子

下田子島
中田　幸子

橘・サンハイム橘
南　　　惠

主任児童委員
中村都志子

上先出・下先出 
山先　芳恵

舟場島
辰野　裕美

橘新・朝日
出口　義恵

上段は担当地区
（敬称略）

　民生委員・児童委員委嘱辞令伝達式が12月1日に役場で行われました。

　式では、前哲雄町長より17名の皆さん一人ひとりに厚生労働大臣並びに県知事からの委嘱状が手渡され、「町

の福祉施策の推進にご支援いただけますようお願いします」とあいさつがありました。

　引き続き行われた組織会では、会長に南　惠さん（橘）、副会長に山先　芳恵さん（下先出）、大石　厚子さん（下

土室）が選任されました。

　今後３年間、地域住民と福祉行政の橋渡し役としての活躍が期待されます。

　尚、民生委員・児童委員の方々は下記のとおりです。

新しい民生委員 ･児童委員の皆さんです！新しい民生委員 ･児童委員の皆さんです！

12
1
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

影
響
を
受
け
、
売
上
が
減
少
し
て
い
る
法

人
及
び
個
人
事
業
者
に
対
し
、6
～
25
万

円
を
給
付
し
ま
す
。

▽ 

給
付
金
の
対
象
と
な
る
方　

令
和
4
年

7
月
か
ら
12
月
ま
で
の
事
業
収
入
が
令

和
元
年
か
ら
令
和
3
年
の
い
ず
れ
か
の

同
期
間
と
比
較
し
て
、20
％
以
上
減
少

し
て
い
る
事
業
者

▽
問
合
せ
先　

　

産
業
経
済
課　

☎（
２
７
７
）
１
１
２
４

　

ま
た
は
川
北
町
商
工
会　

☎（
２
７
７
）
２
１
３
３

　

町
民
の
皆
様
で
テ
ー
マ
に
つ
い
て
考
え
、

意
見
を
出
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？　

参

募
　
集

　

白
山
野
々
市
広
域
消
防
本
部
で
は
、
定

期
的
に
普
通
救
命
講
習
を
開
催
し
て
お
り

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

伴
い
、
本
講
習
会
を
急
遽
中
止
と
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
当
消
防
本
部

Ｈ
Ｐ
に
て
お
知
ら
せ
お
よ
び
参
加
者
へ
直

接
連
絡
し
ま
す
。

▽
日
時　

２
月
19
日（
日
）午
前
９
時
～
正
午

▽
場
所　

白
山
野
々
市
広
域
消
防
本
部

　
　
　
　

３
階　

白
山
ホ
ー
ル

▽
定
員　

15
名（
申
込
順
）

　

二
十
歳
の
節
目
を
祝
福
す
る
町
成
人
式

～
二
十
歳
の
つ
ど
い
～
が
を
次
の
と
お
り

開
催
さ
れ
ま
す
。

▽
日
時　

１
月
７
日（
土
）午
前
10
時
～

▽
場
所　

町
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
ホ
ー
ル

▽
対
象
者　

１
０
６
名

▽
問
合
せ
先　

教
育
委
員
会

　

☎（
２
７
７
）１
１
５
１

　

今
年
１
年
の
防
火
と
防
災
を
誓
う
新
春

恒
例
の
川
北
町
消
防
出
初
式
が
次
の
と
お

り
開
催
さ
れ
ま
す
。
分
列
行
進
や
一
斉
放

水
な
ど
、
新
春
を
飾
る
凛
々
し
い
団
員
の

姿
を
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

１
月
８
日（
日
）午
前
９
時
30
分
～

▽
会
場　

町
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　

・
分
列
行
進（
役
場
中
庭
）

　

・
式
典（
町
文
化
セ
ン
タ
ー
）

　

・
一
斉
放
水（
役
場
東
側
緑
の
健
康
広
場
）

▽
問
合
せ
先　

総
務
課

　

☎（
２
７
７
）
１
１
１
１

▽
申
込
締
切　

２
月
12
日（
日
）

▽
問
合
せ
先　

白
山
野
々
市
広
域
消
防
本
部

　

☎（
２
７
６
）
９
４
８
３

　

制
度
に
つ
い
て
の
詳
し
い
説
明
や
疑
問

に
、金
沢
地
方
法
務
局
の
職
員
が
無
料
で
お

答
え
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

▽
日
時　

令
和
５
年
1
月
10
日（
火
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時
30
分

▽
場
所　

川
北
町
役
場
１
階
ロ
ビ
ー

▽
問
合
せ
先　

金
沢
地
方
法
務
局

　

☎（
２
９
２
）７
８
４
６

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度

案
内
窓
口
の
開
設

川
北
町
経
営
継
続
支
援
金

（
後
期
）を
給
付
し
ま
す

川
北
町
「
町
民
サ
ミ
ッ
ト
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
！

今月の納税

住民税 第４期

国民健康保険税

(普通徴収) 第５期

介護保険料

(普通徴収) 第７期

後期高齢者医療保険料

（普通徴収) 第10期

今月の川北町

粗大ごみ等集積所

開 所 日
毎週水曜日・土曜日

時 　 間
9:00～16:00

ウェブアプリQRコード
｢川北町ごみ分別事典｣

旧㈱山本組産業廃棄物
処理施設の横

下記のとおり
川北町文化センター

１階で作品を
展示しています。

１月４日（水）～１月７日（土）
生け花

１月９日（月・祝）～１月27日（金）
短　歌

川北町文化関係
展示協力会

お
知
ら
せ

ご
案
内

催
　
し

普
通
救
命
講
習

川
北
町
消
防
出
初
式

遺言書
ほかんガルー

川
北
町
成
人
式

～
二
十
歳
の
つ
ど
い
～
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　第１回日本語教室が、1２月１０日（土）に武

道館及び町文化センターで開催されました。

　町内企業に勤めている外国人の約20名の

方々が参加し、手取亢龍太鼓若鮎組の演奏を

聴いた後、太鼓体験を行いました。

　その後の日本語教室でも、若鮎組・コーデ

ィネーターを含めた計30名で自国の文化について意欲的に学び、交流を深めました。

今後の活動のサポートをして下さる方を募集しています！

加
賞
も
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

▽
日
時　

令
和
５
年
１
月
29
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

▽ 

場
所　

川
北
町
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
ホ
ー
ル

▽
テ
ー
マ　

「
川
北
町
で
目
指
せ
！
日
本
一
」

▽
対
象　

小
学
生
～
60
代（
男
女
問
わ
ず
）

※ 

各
年
代
か
ら
約
10
名
ず
つ
、
計
50
名
程

度（
小
・
中
学
生
は
学
校
よ
り
選
出
い
た

し
ま
す
）

▽
応
募
締
切　

令
和
５
年
１
月
16
日（
月
）

▽
問
合
せ
先　

川
北
町
教
育
委
員
会

　

☎（
２
７
７
） 

１
１
５
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
２
７
７
）
１
１
８
７

　

防
衛
省
自
衛
隊
で
は
令
和
５
年
春
入
隊

の
自
衛
官
候
補
生
募
集
を
随
時
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
小
松
地
域
事
務
所
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
間　

令
和
５
年
１
月
19
日（
木
）

▽ 

応
募
資
格　

令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
、

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

▽
試
験
期
日　

　

令
和
５
年
１
月
24
日（
火
）

　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験

　

令
和
５
年
１
月
28
日（
土
）

　

 

筆
記
試
験
及
び
作
文
、
口
述
試
験
及
び

身
体
検
査

　

予
備
自
衛
官
補
（
一
般
、
技
能
）
募
集

　

普
段
は
社
会
人
、
学
生
で
あ
っ
て
も
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
は
予
備
自
衛
官
と
し
て
、

大
規
模
災
害
、
防
災
訓
練
な
ど
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

訓
練
は
３
年
で
50
日
間
受
け
て
、
そ
の

都
度
、手
当
て
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
小
松
地
域
事
務
所
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽ 

受
付
期
間　

令
和
５
年
１
月
10
日（
火
）

か
ら
４
月
６
日（
木
）

▽ 

募
集
資
格

　

（
一
般
）18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
者

　

（
技
能
） 資
格
、
年
齢
な
ど
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

▽ 

試
験
期
日　

令
和
５
年
４
月
10
日

（
月
）
か
ら
４
月
14
日（
金
）
の
う
ち
指
定

す
る
１
日

▽
合
格
者
の
発
表

　

令
和
５
年
５
月
31
日（
水
）

▽ 

自
衛
官
及
び
予
備
自
衛
官
に
関
す
る
問

合
せ
先

　

自
衛
隊
小
松
地
域
事
務
所

　

☎
０
７
６
１（
２
４
）５
１
８
０

　

 H
P

h
ttp

://w
w

w
.m

o
d

.g
o

.jp
/

p
co

/ish
ika

w
a

　

町
ス
キ
ー
協
会
の
方
々
が
親
切
、丁
寧
に

教
え
ま
す
。
初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

▽
日
時　

　

１
回
目　

１
月
29
日（
日
）

　

２
回
目　

２
月
４
日（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

▽
会
場　

白
山
一
里
野
温
泉
ス
キ
ー
場

▽
定
員　

両
日
と
も
20
名

▽
締
切
り　

開
催
日
の
３
日
前
ま
で

▽ 

そ
の
他　

現
地
集
合
、
現
地
解
散
と
な

り
ま
す
。
昼
食
、
リ
フ
ト
代
は
自
己
負

担
で
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先　

教
育
委
員
会

　

☎（
２
７
７
）
１
１
５
１

　

自
衛
官
候
補
生
募
集

ス
キ
ー
教
室
参
加
者
募
集

〈日　時〉1月15日（日）9：00～13：00

〈場　所〉川北町役場１階住民課窓口

〈内　容〉マイナンバーカード申請・受け取り、マイナポイントの申し込み

【問合せ先】住民課　☎（277）1126

マイナンバーカード申請・交付のための臨時窓口を開設します!!マイナンバーカード申請・交付のための臨時窓口を開設します!!

詳しくは
こちら→最大20,000円分！マイナポイントが貰えます！

対象となる、マイナンバーカードの申請期限が

令和４年12月末から令和５年２月末に延長されました。
マイナポイントをご希望される方は…マイナポイントの申込が必要です。

川北町日本語教室＆文化体験川北町日本語教室＆文化体験（太鼓）（太鼓）



令和5年1月 ● 広報かわきた 10

【ネットなら便利！24時間確定申告】
　「e-Tax（イータックス：国税電子申告・納税システム）」で申告してみませんか？

　e-Taxで所得税などの申告をすると、次のようなメリットがあります。

① 添付書類の提出又は提示を省略できます。

　 　所得税などの確定申告をe-Taxで行う場合は、記載内容を入力して送信することにより、第三者作成書類

の提出または提示を省略することができます（法定申告期限から５年間、税務署から書類の提出または提示

を求められる場合があります。）。

②マイナンバーの本人確認書類の提示または写しの提出が不要となります。

　e-Taxで申告すれば、本人確認書類の提示または写しの提出は不要です。

③書面で提出する場合よりも早く還付金を受け取ることができます。

④ 24時間いつでも利用可能です（所得税などの確定申告期間中は24時間

 （メンテナンス時間を除く。）e-Taxでの提出（送信）が可能です。）。

⑤確定申告会場に出向く必要がありません。

⑥印刷代や郵送代は必要ありません。

【小松税務署管内の納税者の皆様へ】
　申告書等を郵送等で提出される場合は、下記の宛先へ送付してください。

　　　（宛　先）金沢国税局業務センター（小松税務署）

　　　（住　所）〒920-8526　金沢市戸水２丁目30番地（金沢国税局戸水分庁舎）

　申告書等を窓口に持参される場合には、これまでどおり小松税務署へ提出をお願いします。

　※書面の申告書などを、上記の宛先に持ち込むことはできません。

もうすぐ確定申告がはじまりますもうすぐ確定申告がはじまります

知ってお得 !! 農業者年金知ってお得 !! 農業者年金
　農業者年金は、積立方式の年金（積み立てた保険料＋運用益を年金として受け取る「確定拠出型年金」）です。加

入要件は、国民年金１号被保険者で、60 歳未満の人が年間 60 日以上農業に従事していれば誰でも加入できます。

令和４年５月１日からは、65 歳まで加入できます。（60 歳以降に加入できる方は、国民年金の任意加入者である

こと）農地を所有している必要はありません。ただし、国民年金付加年金（400 円／月）の納付が義務付けられます。

　保険料は月額２万円～６万７千円の間を千円単位で自由に設定でき、いつでも見直せ、加入や脱退は何度で

もできます。また、支払った保険料は全額社会保険料控除の対象となりますので、節税効果が期待できます。

途中で脱退した場合でも支払った保険料は、年金受取となります。

　令和４年１月１日からは、35歳未満で認定農業者に該当しないなど一定の要件を満たす方は、月額１万円

から通常加入できます。

【問合せ先】川北町農業委員会（川北町役場産業経済課内　☎ 277-1124）

こんな人が加入できます

農業経営者・
認定農業者

配偶者 後継者

農業に従事する国民年金１号被保険者
・会社組織ではない自営業者
・60 歳前に会社を退職した者
・夫の退職に伴い、扶養できなくなった
  奥さん（60 歳未満）

農業者なら広く加入できます

①国民年金の第１号被保険者で
②年間60日以上農業に従事する
③60歳未満の人ならだれでもOK
※ 令和４年５月１日からは、65歳まで加入で

きます。

どんな人が加入どんな人が加入

できるのかなぁ？できるのかなぁ？

← こちらから、

　 e-Taxを利用し

た確 定申告の

方法が 動画で

確認できます。
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令和５年６月分から上下水道料金が変わります！令和５年６月分から上下水道料金が変わります！

改定前後の上下水道使用料金比較改定前後の上下水道使用料金比較

近隣自治体との上下水道料金比較（改定後）近隣自治体との上下水道料金比較（改定後）

　上下水道施設や管路の老朽化対策と経営基盤の強化に必要な財源確保のため、使用料金の改定を行いますの

で、ご理解をお願いします。令和４年12月議会で、令和5年6月分から料金を改定することが議決されました。

※ 事業所等とは、事務所、工場、レストラン、マーケッ
ト、飲食店、喫茶店、集会室、その他施設

改　定　前

使用料

一般家庭用 2,000 円 / 月

事務所、工場

500 リットル未満は、1,280 円
500リットルを超えるごとに、1,280
円を加算する。
110 リットル×従業員数

レストラン、
マーケット、

飲食店

500 リットル未満は、2,570 円
500リットルを超えるごとに、1,280
円を加算する。

（110 リットル×従業員数）＋（12
リットル×延客数）

喫茶店

500 リットル未満は、1,280 円
500 リ ット ル を 超 え る ご と に、
1280 円を加算する。

（110 リットル×従業員数）＋（12
リットル×延客数）

集会室

500 リットル未満は、1,280 円
500リットルを超えるごとに、1,280
円を加算する。
16 リットル×延利用者数

その他施設 町長が定める額

改　定　前

基本料金 従量料金

一般家庭用 なし
10㎥を超えると
１㎥につき 50 円

車庫用 510 円 / 月
10㎥を超えると
１㎥につき 50 円

納屋用 510 円 / 月 なし

春田用 3,000 円 / 年 なし

墓地用
（地区）

3,000 円 / 年 なし

生産組合用 510 円 / 月 なし

臨時用

量水器設置料と
して 1,500 円

なし

水道料金として
１㎥につき 50 円

なし

臨時用
（使用水量が不明）

定額（臨時用）
3,000 円

なし

改　定　後

基本料金 従量料金

一般家庭用

550 円 / 月

11㎥から 30㎥は
１㎥につき 66 円

31㎥から 50㎥は
１㎥につき 72 円

一般その他
用

51㎥から 100㎥は
１㎥につき 79 円

101㎥を超えると
１㎥につき 85 円

春田用 3,300 円 / 年 なし

墓地用
（地区）

3,300 円 / 年 なし

生産組合用 550 円 / 月 なし

臨時用

量水器設置料と
して 1,500 円

なし

水道料金として
１㎥につき 66 円

なし

臨時用
（使用水量が不明）

定額（臨時用）
3,300 円

なし

改　定　後

基本料金 従量料金

一般家庭用
事業所等

1,100 円 / 月

11㎥から 30㎥は
１㎥につき 77 円

31㎥から 50㎥は
１㎥につき 88 円

自家井戸
（メーター取付

可能）

51㎥から 100㎥は
１㎥につき 99 円

101㎥を超えると
１㎥につき 110 円

自家井戸
（メーター取付

不可）

世帯人数（常勤従業員数）×８㎥とし
て使用水量を算定し、使用料算定に
ついては上記と同じ➡

➡

◇下水道料金（消費税込み）

◇水道料金（消費税込み）

1カ月の町一般家庭水量（約27㎥）で比較した場合

A 市

川北町 A 市 B 市 C 市 D 市

B 市
C 市
D 市

川北町
改定後

川北町
現在

水
道
料
金
（
円
）

使用水量（㎥）

⇐ 料金減額   13.8 ㎥ / 月   料金増額 ⇒

↑

4,081円

7,705円 7,547円

6,277円 6,278円

改定後も
県内最安

改定後の使用水量が
13.8㎥/月以下の
家庭であれば、

現在より料金が下がります！
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　介護保険の要介護認定を受けた65歳以上の方で、身体障害者などに

準ずる者と認定された方に『障害者控除対象者認定書』を発行します。

　所得税や町・県民税の申告をするとき、身体障害者手帳などをお持ち

でない場合でも、本人またはその扶養者が「障害者控除」または「特別障

害者控除」を受けられます。

【認定の対象者】
　令和４年12月31日現在有効な介護保険要介護（要支援）認定を受け

ている65歳以上の方で、介護認定審査判定資料の主治医意見書をもと

に判定を行った結果、該当された方が対象となります。

【申請方法】
　介護保険被保険者証をお持ちの上、福祉課（保健センター内）で申請手続きを行ってください。後日『認定決定

通知書』を送付します。

　すでに『身体障害者手帳』・『精神障害者保健福祉手帳』などの交付を受けている方や『本人または扶養者が非課

税で申告をする必要のない方』は該当しませんのでご注意ください。

【申請・問合せ先】福祉課（保健センター内）☎（277）8388

●法律相談
▽日　時　１月10 日（火）　13：30 〜

▽場　所　川北町役場

▽相談者　長谷川・東法律事務所

▽その他　 ご希望の方は前日までに総務課にご予約下さい。

●人権相談
▽日　時　１月16 日（月）　13：00 〜

▽場　所　サンアリーナ川北

▽相談者　人権擁護委員

●行政相談
▽日　時　１月18 日（水）　９：00 〜

▽場　所　川北町役場

▽相談者　行政相談委員

●健康相談
▽日　時　毎週月曜日（祝日を除く）　13：30 〜

▽場　所　町保健センター

▽相談者　町保健師

●心配ごと相談
▽日　時　毎週火曜日（祝日を除く）　9：30 〜

▽場　所　町保健センター

▽相談者　町民生児童委員

●消費生活相談
▽日　時　月〜金曜日（祝日を除く）　

　　　　　８：30 〜 17：15

▽場　所　町保健センター

▽相談者　町消費生活相談員

※各相談の日程に変更などがあった場合、

　町ホームページにてご案内します。

今月の相談日今月の相談日

川北町立図書館（川北町ふれあい健康センター２階）
開館時間 10：00 〜 18：00　☎（２７７）８７００　FAX  （２７７）８７０1
休 館 日 毎週火曜日（火曜日が祝日の場合は翌水曜日）、年末年始

〇 新年最初の運だめし！
　貸出処理された方は
　くじをひいてください！

【期日】令和５年１月４日（水）～
　雑誌の付録・しおりなど何があたるかはお楽しみに！
　くじがなくなり次第終了します。

※１月４日（水）は午後５時で閉館します。
　１月５日（木）から通常通り開館します。

図書館だより

要介護認定高齢者の障害者控除について要介護認定高齢者の障害者控除について

　毎日寒い日が続きますね。そんな

日は家でゆっくり本を読んで過ごす

のはどうでしょうか？

　図書館には新刊や話題の本などを

多数取り揃えています。皆さまのご

来館お待ちしております！
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はがき、ＦＡＸまたは電子メールに、①クイズの答え　②住所、氏名、年齢、電話番号
をお書きの上、広報誌記事の感想もありましたら、下記までお送りください。

■あて先　〒923－1295　川北町字壱ツ屋174　川北町役場総務課
　　　    　e-mailアドレス　kouhou-kawakita@town.kawakita.lg.jp
　　　    　F A X（277）1748

【応募方法】

■締切り 1月13日（金）

たくさんの方のご応募をお待ちしています。

※先月号の答えは「ズワイガニ」でした。

12 1413

　次の問題の答えを枠の中に入れて、A～Eの文字を順番に並べてください。
正解者の中から抽選で図書カードをプレゼントします。

【タテのカギ】
①「鶏冠」この漢字の読み方

②美術品で特に絵画類を専門売買する人

③川北町のふるさと納税返礼品になっている

果実

④「亀」を英語でいうと「○○○○」

⑤ルールを遵守して競技を行う根本的な姿

勢「○○○○○ンシップ」

⑦せまい湾が複雑に入り込んだ沈水海岸の

こと「○○○海岸」

⑧能美市出身の元メジャーリーガー「○○○

秀喜」

⑩「本音と○○○○」

⑫2023年の干支

⑭漫才などでボケに対して指摘や合いの手

を挟むこと

⑮猛烈な勢いでものごとが進むことのたとえ

「○○○の勢い」

⑯「ジョナゴールド」「王林」「紅玉」は○○○の

種類

⑱サッカー日本代表のユニホームは○○色

【ヨコのカギ】
①江戸幕府初代征夷大将軍は「○○○○家

康」

③今月号の表紙は「川北○○○」

⑤「嫌い」の対義語

⑥日本の発電割合は「○○○く発電」が一番

多い

⑧意見や批判などがものごとの核心からそ

れていること「○○が外れる」

⑨衣服の一番外側に着る上着のこと

⑪花札の絵柄の１月には「松と○○」が描か

れている

⑫餅つきをする際は「杵と○○」を使用する

⑬「鉄槌」この漢字の読み方

⑮うなぎ養殖の発祥地は静岡県○○○○市

⑰マニュアル車はオートマ車と違い自分で○

○○○ンジを行う必要がある

⑲とっておきの方法や手段を用いること「○

○の手を出す」

⑳川北町で島がつく地名は「中島」「与九郎

島」「○○○○島」「下田子島」「舟場島」が

ある

１月１０日は《１１０番の日》です

1615

6 7

2 4

5

9 10 11

17 18

①何があったのですか？

　「事件」「事故」など、何があったのかを明確にお答えください。

②いつの事ですか？

    「何時何分頃の発生です。」「通報の何分ぐらい前の出来事です。」

　 などお答えください。

③場所はどこですか？

   「住所地番」「交差点名」「目の前のお店」など目標物を教えてください。

　※GPS だけで場所を特定することは困難です

④犯人や車は？

　「性別」「年齢」「身長」「服装」「逃走方向」「車の特徴（色、ナンバー、形状）」などの質問に答えてください。

⑤今どうなっているか？

　「被害状況」「事故の様子」「けが人の有無」などを教えてください。

⑥あなたについて

　「氏名」「連絡先」「事件事故との関係」などを教えてください。

110 番通報のポイント

●能美警察署 ☎0761（57）0110　●壱ツ屋駐在所 ☎（277）1744　●木呂場駐在所 ☎（277）0061

3

Å

B

1

20

D

19

担当警察官が必要事項を順番に確認しますのであせらずに教えてください！

緊急ではないが相談したい時は、警察安全相談ダイヤル＃９１１０へ
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ジョシュの

ちょっときいてくださ～い!

Hello everyone, and Happy New Year!

Last year, I spoke about Martin Luther King Jr, and how he 

is celebrated this month, but this year I'd like to talk about 

another important African American figure in American 

history. January 5th is Carver Day, named for George 

Washington Carver, an African American agricultural 

scientist.

He is famous for promoting the use of crop rotation in the 

south of the US, switching cotton crops for peanuts or 

potatoes every other year. These crops replaced nitrogen 

in the depleted soil, and allowed the fields to produce 

more food and cash crops for the farmers.

Carver was born into slavery, and was freed early in his life. 

He lived through all of the struggle and progress of his 

time, but was still able to do research and 

make discoveries that helped every American.  

After he died, his discoveries improved the 

food production in the south so much that 

president Theodore Roosevelt declared 

January 5th as Carver Day in his honor.

Happy New Year, and see you next month,

Josh

　皆様、こんにちは。明けましておめでとうございます！

　昨年、私はキング牧師と彼が今月どのように祝われているか

について話しましたが、今年はアメリカの歴史における別の重

要なアフリカ系アメリカ人の人物について話したいと思います。 

1 月 5 日は、アフリカ系アメリカ人の農業科学者であるジョー

ジ・ワシントン・カーバーにちなんで名付けられたカーバーの

日です。

　彼は、米国南部で輪作の使用を促進し、隔年で綿の作物を

ピーナッツまたはジャガイモに切り替えることで有名です。こ

れらの作物は、枯渇した土壌の窒素を置き換え、畑が農民のた

めにより多くの食料と販売用作物を生産することを可能にしま

した。

　カーバーは奴隷として生まれ、人生の早い段階で解放されま

した。 彼は当時の闘争と進歩のすべてを生き抜きましたが、そ

れでも研究を行い、すべてのアメリカ人を助ける方法

を見つけることができました。セオドア・ルーズベル

ト大統領が 1 月 5 日を彼に敬意を表してカーバーの

日と宣言したほど、南部での食糧生産は盛んになりま

した。

　また明けましておめでとうございます、そして、ま

た来月。

ジョシュ
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「文芸の窓」へのお問合せは、俳句協会　　　東　孝洋さん（壱ツ屋）　川柳かわらなでしこ会　広瀬茂子さん（上田子島）
　　　　　　　　　　　　　  野の海短歌会　山先春枝さん（中島）まで
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12月１日現在

人 口
（前月対比）

男

女

世 帯 数

6,156
－５人

3,076人

3,080人

2,018戸

戸籍の窓

まちのまちの
うごきうごき

１
月

♥

（11月分）

おくやみ

才

才

才

才

才

才

88

90

90

80

75

91

下田子島

草深

木呂場

与九郎島

橘

橘

山本　忠夫

林　外代子

寺田　耕次

亀田　　肇

能本喜久雄

池田淳一郎

（年　齢） （住　所）（氏　名）

うぶごえ

中川　　慎

道越　　紬

松村　柊希

村田　稜空

（氏　名）

正　和・周　子

航　平・綾　子

雄　太・めぐみ

雄　太・ゆかり

（保護者）

木呂場

サンハイム橘

草深

ひばりタウン

（住　所）

　つむぎ

たかさご
（氏　名） （住　所）

井村　健吾

浜塚　詩歩

けやきタウン

小松市

　まこと

しゅうき

り　く

日 曜日 ま ち の 行 事 保 健 行 事

母子手帳交付・妊婦相談(PM1:30):保

母子手帳交付・妊婦相談(PM1:30):保

母子手帳交付・妊婦相談(PM1:30):保

法律相談(PM1:30):役

３歳児健診(PM1:00):保

４・12か月児健診(PM1:00):保

わくわく子育て教室(PM1:30):保

資源ごみの日

消防出初式(AM9:30):文

交通安全の日

交通安全の日

心配ごと相談(AM9:30):保

心配ごと相談(AM9:30):保

心配ごと相談(AM9:30):保

行政相談(AM9:00):役

人権相談(PM1:00):サ

農業委員会(PM1:30):役

成人式～二十歳のつどい～（AM10：00）：文

新春書き初め大会（AM9：00）：文

成人の日

母親教室(AM10:00):保

健康相談(PM1:30):保

文化財防火デー
火災防ぎょ訓練（AM8：00）：上先出

７か月児相談(AM10:00):保

親子ふれあいサロン(AM10:30):保
どんぐりひろば(AM10:30):児

どんぐりひろば(AM10:30):西児

元日

青少年講座(AM9:30)

ごみ集めの変更のお知らせ

種類 日　　付→変更日付 変更地区名

可燃物

１月２日（月）→お休み

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

役…川北町役場　文…川北町文化センター　保…保健センター　百…百寿会館

総…総合体育館　サ…サンアリーナ川北　　図…川北町図書館　武…武道館

児…川北町児童館　西児…西部地区児童館　東児…東部地区児童館

橘…橘構造改善センター　西…西部学供　　東…東部学供

コ…川北町コミュニティー＆スポーツ公園　

産後ママのあんしんケア教室(PM1:30):保

ママカフェ(AM10:30):西児

健康相談(PM1:30):保
ママカフェ(AM10:30):東児

ママカフェ(AM10:30):児

ひよこ広場(AM11:00):図

藤蔵・中島・三反田・サンハイム三反田

草深・上先出・下先出・けやきタウン

サンハイム中島

壱ツ屋・与九郎島・上田子島

・舟場島・橘・橘新・朝日
１月３日（火）→お休み

健康相談(PM1:30):保
町民サミット（AM9：00）文

振替休日

心配ごと相談(AM9:30):保 母子手帳交付・妊婦相談(PM1:30):保

藤蔵・中島・三反田・サンハイム三反田

草深・上先出・下先出・けやきタウン

サンハイム中島

１月９日（月）→１月10日（火）

ごみ減量化にご協力をお願い致しますごみ減量化にご協力をお願い致します
　松任石川環境クリーンセンターでは、１月中

旬から３月上旬にかけて施設の定期整備工事

を実施します。ごみ収集は通常どおり行います

が、工事期間中の一部につきましては、全ての

焼却炉が休止し、ごみの焼却ができなくなりま

す。

　皆様には、日頃からごみの減量化にご協力い

ただいておりますが、１～３月中はより一層の

減量化及び分別にご協力をお願いいたします。

▽問合せ先　松任石川環境クリーンセンター

　☎（276）1362
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川北町公式
You Tube

「広報かわきた」のほかにも、町の情報やお知らせを発信しています。
ぜひ、ご活用ください。

　新年あけましておめでとうございます。

　2022年は皆さんにとってどのような年になりま

したか？

　個人的には初めての事をたくさん経験し、あっと

いう間の一年になりました。

　2023年は自ら進んで多くの事へ挑戦する１年に

しようと思います!!

（Ｙ/Ｎ）

副 菜 編 蕪とかき貝の蒸し煮

かぶ …………… 小1 個（120g）

かぶの葉……………………… 30g

かき…………………… 6 個（60g）

かつお・昆布だし ………… 100㎖

濃口しょうゆ …… 小さじ2/3（4g）

砂糖 …………… 小さじ2/3（4g）

酒 ……………………… 小さじ2

本みりん……… 小さじ2 弱（10g）

片栗粉 ………………… 小さじ2

材料（2 人分）

栄養成分（1人分）

塩分

0.7g
エネルギー　

73kcal 75g
野菜量

作り方

①かぶは皮をむいてすりおろし、葉は１～

２分ゆでて３ｃｍ長さに切る。

②茶碗蒸しの器に洗って水気を切ったか

きに片栗粉をまぶして入れ、すりおろし

たかぶを上にのせて１０分蒸す。

③だし汁に調味料を入れて煮立て、かき

につけて残った片栗粉を水で溶いて加

えてとろみをつける。

④蒸し上がった②に③を注ぎ、ゆでたか

ぶの葉を添える。

調理時間 20分

●総　務　課☎(277)1111 ●税務課・出納室☎(277)1120

●住　民　課☎(277)1126 ●福祉課(保健センター)☎(277)8388

●産業経済課☎(277)1124 ●土　木　課☎(277)1108

●議会事務局☎(277)1109 ●教育委員会☎(277)1151

担当課が分からないときや閉庁時 ( 時間外や土日祝など ) は、代表電話
☎(277)1111 へおかけください。
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父：幸司　母：綾乃（与九郎島）

そう  しかね   こ

金子　蒼司さん
令和2年11月29日生

わが家の

アイドル
１月

　タレ目の優しい笑顔がトレードマーク！とは裏腹に、と

っても力強くてさすが男の子！を感じさせてくれる蒼司。

　強さの中にも優しさ溢れる子に育ってね。家族みーんな、

蒼司のこと大好きだよー！！

地域応援商品券・かわきた地域応援地域応援商品券・かわきた地域応援
スタンプラリーの利用期限が迫っています！スタンプラリーの利用期限が迫っています！
　令和４年1２月からスタートしました川北町地域応援商品券・かわきた地域応援スタンプ
ラリーの利用期間は下記のとおりとなっていますので、ご注意ください。
利用期間：令和４年1２月１日～令和５年２月２８日
　取扱店など詳細はHPをご覧ください。
〈未受取りの方へ〉不在などの理由で返還された商品券は役場にて保管しております。
産業経済課までお問い合わせください。 ▽問合せ先　産業経済課　☎（277）1124

川北町地域
応援商品券

かわきた
地域応援

スタンプラリー


